
 
 

「堺浜・友海（ゆかい）ビーチ・自然再生ふれあいビーチ」における 

環境教育と普及活動 

(社)大阪自然環境保全協会  理事  田中広樹 

浜寺公園自然の会  会長 ○本多俊之 

１．活動方針・目的 

埋め立てによりかつての海辺が失われた堺・泉北地域、ここに新たに作られた実験護

岸や再生海岸に再生した自然を観察することを通じ、自然のおもしろさ、大切さを伝え、

この地域における自然海岸再生をすすめることを目的としています。 

２．活動内容 

平成 23 年 3 月より、小さな子どもを含む家族連れをおもな対象とした年 2～3 回の自

然観察会・調査会を行っています。行事では、参加者自らの採集、しかけや漁具を使っ

て採集した生物の解説のほか、生物による水質浄化実験、シジミのマーキング調査など

を通じて浅場・干潟のしくみや大切さを学んでいます。また、初夏の会は「大阪湾生き

物一斉調査」の一環として行うほか、同発表会、大阪湾フォーラムほかの場を通じ多く

の市民に成果と堺浜の自然海岸再生を伝えています。 

３．他の活動団体の参考となる事例 

主に活動している生物共生型護岸は、できたばかりのころは生物が少なく、いかにし

てこの場所の魅力を伝えるかが課題でした。そこで、柴づけなどのしかけ、投網などの

漁具を用いて調査をより効率的かつおもしろくしました。また、カニレース・ヤドカリ

レースなど子どもたちが楽しめるアトラクションを行いました。そうした工夫が観察会

を盛り上げ、プログラムは飽きがこないものになりました。 

大きな転機になったのはイシガレイの稚魚の出現でした。それまで砂底のなかった海

域に生物共生型護岸が作られたことによりイシガレイが人前に姿を見せたのです。しか

し、生物共生型護岸は構造上魚が逃げられないため、干潮時に日干しになる危険があり、

イシガレイの救出に取り組みました。これは思いがけず子どもたちと生き物との貴重な

ふれあい体験になりました。 

その後、砂地にタイドプールができ魚が日干しになる危険はなくなりました。一方で生物

の種類も増え、ヤマトシジミ、ウナギシラス、アユの稚魚なども現れるようになりました。

自然再生が進み、観察内容が豊かになるだけでなく、シジミが越年できているのかを知るた

めのマーキング調査や、干潟浅場の大切さを知ってもらうためのシジミによる浄化実験など、

より幅広い取り組みを実施するようになりました。また、多くの人々、特に子どもたちが愛

着を持てるように生物共生型護岸の愛称を募集し、「友海（ゆかい）ビーチ」と名付けました。 

４．今後の課題等 

生物の着実な再生により、海岸の魅力は充実してきています。この魅力や重要性を堺

市民、特に市内の学校、近隣の施設・企業・団体などさまざまな主体に伝え、連携して

ゆく必要がありますが、まだまだ今後の課題です。 
また、より多くの市民が共感を得られるように浅場・干潟の公益的機能を面白く伝えるプ

ログラムの開発や環境学習の受け入れ態勢づくり、人材養成などたくさんの課題があります。 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  


